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先端が球面の接合ツールを用いる摩擦アンカー接合は，裸鋼板を対象とした場合，アルミニウム合金との組み合わせで

あっても，マグネシウム合金との組み合わせであっても，特に得られた継手の十字引張強度が高いことが特徴のひとつで

ある。しかし，世の中で利用されている鋼板にはめっきが施されていることが多く，その中でも自動車用としては亜鉛め

っきが施されていることがほとんどである。そこで，本技術報告では，まずアルミニウム合金と合金化溶融亜鉛めっき鋼

（GA 鋼）に摩擦アンカー接合を適用した際に接合界面において大量の化合物層が形成されるメカニズムについて解説し

た。次にアルミニウム合金と GA 鋼の接合界面で起こる化学反応を抑制する手法として，薄鋼板をインサートする方法や

アルミニウム合金表面に陽極酸化処理を行うことにより直接接触を抑制する方法を紹介した。しかしながら，コスト，製

造し易さ等を勘案するともっとシンプルな方法が好ましく，そのような方法を開発すべく現在も研究開発を継続している

ところである。また，摩擦アンカー接合を実用化する上で接合ツール用窒化珪素の耐久性向上も重要な課題である。現在

のところ，軟鋼を対象とした場合はツールコスト 1 円/打点以下を達成できる目処を得ており，特に自動車用として多用

されつつあるハイテン材への適用を勘案し，より耐久性に優れた窒化珪素系材料の開発も現在行っている。  
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